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に向けた検討ワーキング

（第１回）



視察箇所

①

時間 番号 箇 所

14:50 - 合同庁舎発

15:05 ① 千代田地区（緑東大橋付近 KP7.4右岸）

15:35 ② 中央地区（KP10.4左岸）

16:10 ③ 忠栄地区（東神楽橋付近 KP14.2）

16:35 ④ 東忠別地区（KP24.4～25.3右岸）

17:15 － 解散

② ③

④
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忠別川の概要 3
■忠別ダム完成後は、洪水調節効果を発揮している一方、中小洪水の減少や植生域の拡大などにより全川的に、樹林化、二極

化（澪筋固定化）の傾向が強まっており、H28、H30の大きな出水を契機に「河岸侵食」が進行している。H30出水により被災した
KP25.3と類似する箇所が多数存在、目標流量規模の超過実態（H30）等から、危険箇所の抽出、河岸侵食対策は急務である。

■現状では、樹林化、二極化に起因する河岸侵食や堤防侵食の懸念がある。

樹林化、二極化の経年変化 河岸侵食の発生状況・樹木は、H13までは出水撹乱もあり樹木は増減、
H14以降は年最大流量の減少もあり拡大

・砂州は、S50・H10頃に発達、以降は微増

低水恒久工法 堤防防護ライン

・樹林化が進行し、左
岸の砂州が拡大、
右岸に澪筋形成。

・右岸の必要高水敷
幅が未確保な状態
となる

・樹林化は見られず、
交互砂州が形成さ
れている。

・必要高水敷幅が確
保されている。

昭和63年

平成28年6月

平成30年(出水後)
河岸侵食

河岸侵食KP25.4
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H14以降に、右岸へ澪筋が移動し、必要高水敷幅40mが不足

S62

H9

H14

H19

H25

H30

防護ライン

KP25.4

(出水後)

平均231.94

平均137.97
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砂州波高 河原・水面幅

整備計画流量
350m3/s

忠別ダム完成前 ダム完成後
年最大流量（暁橋観測所）

低水路内の樹木面積

S50出水や河川
整備で少ない

増加傾向

出水も多く撹乱

年平均最大流量
以下が4年継続

微増

顕著に
増加

H28出水
で微減

砂州波高、河原・水面幅

増加

縮小
傾向

僅かに
拡大

波高
増加

微増
縮小傾向

一部
整正

河原＋水面幅

砂州波高

顕著に増加

※美瑛川合流点（KP2.4）より上流の平均値
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H24
H19
H14

千代⽥地区（緑東⼤橋付近 KP7.4右岸）

★出水前後の空撮
・H28出水前
・H28出水後
・H30出水後 の3段写真
↓
・米田さん作成の3段平面を同図郭
でトリミング

◆川上整理ゾーン

H14
H8
S62

■H28出水による護岸損傷が発生

■背後地が住宅地となっており、資産が集中している。 現況横断：H24横断
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KP7.4

KP7.4

河岸ライン

河岸ライン

忠別ダム完成前

忠別ダム完成後
※比較のためH14(ダム完成前)を追加

平成以降、洗堀が進行＆澪筋が右岸へ

ダム完成後も右岸の洗堀が進行

一部堆積＆砂州の発達が見られる

緑
東
大
橋



千代⽥地区（緑東⼤橋付近 KP7.4右岸）
■斜め写真より、H20以降から当該箇所対岸側(KP7.4左岸)の砂州の発達・澪筋固定化が進行している。

■H21時点で、KP7.4右岸が水衝部となるような、流向に対して鋭角な澪筋が形成されており、H28出水時に護岸が損傷。
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平成18年5月

平成20年10月

平成21年5月

平成24年11月

平成26年6月

平成28年5月

平成28年8月(損傷発生直後)

護岸損傷箇所

緑東大橋

対岸の砂州が発達

樹林化が進行

澪筋固定化が進行

KP7.4
KP7.4

KP7.4

KP7.4

KP7.4

KP7.4 KP7.4

ツインハープ橋

明瞭な交互砂州が形成
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中央地区（KP10.4左岸）
■H30出水による河岸侵食が発生、上流部でもH30出水による砂州侵食が発生(KP10.8左岸)

■侵食部に該当する横断側線：KP10.4 現況横断：H24横断
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R02,7,20 撮影

KP10.4

KP10.4

H14
H8
S62

H24
H19
H14

河岸ライン

河岸ライン

忠別ダム完成前

忠別ダム完成後
※比較のためH14(ダム完成前)を追加

平成以降、左岸の洗堀が進行

中州への堆積が見られる

ダム完成後も左岸の洗堀が進行

ひ
じ
り
野
大
橋



中央地区（KP10.4左岸）
■斜め写真より、H20以降から当該箇所対岸側の(KP10.4右岸)の砂州の発達・樹林化が進行している。

■上記砂州の発達・樹林化に伴い、KP10.4左岸が水衝部となるような澪筋が形成されており、H30出水時に河岸侵食。
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平成18年5月

平成20年10月

平成21年5月

平成22年6月

平成24年11月

平成26年6月

平成28年5月

平成28年8月

令和元年8月(侵食発生後1年経過)

河岸侵食箇所

ひじり野大橋

対岸の砂州が発達

大部分が樹林化

樹林化が進行

右岸澪筋が
まだ残っている

砂州が発達した結果
右岸澪筋が
確認できない

KP10.4

KP10.4

KP10.4

KP10.4

KP10.4

KP10.4

KP10.4

KP10.4

KP10.4
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忠栄地区（H20・H21河道整正区間 KP14.2〜15.4）

★出水前後の空撮
・H28出水前
・H28出水後
・H30出水後 の3段写真
↓
・米田さん作成の3段平面を同図郭
でトリミング

■当該区間ではH20・H21に河道整正を実施している。(詳細は後述)

■河道整正後、H28出水前までに樹林化および澪筋固定化が進行していたが、H28出水時に河道内が撹乱されている。
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KP14.2

KP15.4

防護ライン

H24
H19
H14

河岸ライン

河道整正の状況①

河道整正の状況②

発達した砂州の掘削および河道整正の実施

堤
防

堤防侵食対応のため
高水敷を整備

H24
H19
H14

低水路内は河道整正を実施

H28出水前までに
・砂州の樹林化
・澪筋の固定化 が進行

H28出水により河道内が撹乱され
・低水路内樹木が流出
・澪筋の固定化が解消

H30出水の際にも河道内が撹乱され
・広い河原
・複数の澪筋 が確保されている

東
神
楽
橋

東
神
橋



忠栄地区（H20・H21河道整正区間 KP14.2〜15.4）
■KP14.2(東神楽橋下流)では、H20に工事が行われ、左岸高水敷の造成・右岸河床の掘削が実施されている。
■H24以降に周辺砂州の発達および砂州対岸側が水衝部となる澪筋が形成されていくが、H28出水により河道内が撹乱さ

れ、砂州上の樹林化が解消されていることがわかる。
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平成18年5月

平成20年10月

平成22年5月

平成24年11月

平成26年6月

平成28年5月

平成28年8月(侵食発生直後)

東神楽橋

砂州が発達

右岸側が水衝部となる
澪筋が形成

河道整正の結果
・必要高水敷幅の確保
・河床を掘削

KP14.2
KP14.2

KP14.2

KP14.2
KP14.2

KP14.2
KP14.2

砂州が徐々に樹林化

出水により
・樹木の流出
・砂州上の樹林化が解消

左岸高水敷幅が不足している

高水敷造成河床掘削



忠栄地区（H20・H21河道整正区間 KP14.2〜15.4）
■KP15.4(河道整正上流端)では、H21に工事が行われ、低水路幅が拡幅されている。
■H26以降に周辺砂州の発達および澪筋蛇行が進行するが、H28出水により河道内が撹乱され、樹木の流出および澪筋の

固定化が解消されていることがわかる。
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KP15.4

東神橋平成18年5月

平成20年10月

KP15.4

平成26年6月

KP15.4

平成28年5月

KP15.4

平成22年5月

KP15.4

東神楽橋

東神橋

平成24年11月

KP15.4

河道整正の結果
・河原水面幅＝約120m
・澪筋固定化が解消

澪筋の固定化は見られず
比較的広い河原が維持
されている

上下流の砂州が発達し
大きく蛇行した澪筋が形成

発達した砂州上で
徐々に樹林化が進行

平成28年8月

KP15.4

出水により
・樹木の流出
・澪筋の固定化が解消

拡幅

交互砂州が形成され
澪筋が固定化

KP14.2～15.4の
河原水面幅

＝ 約60m



忠栄地区（H20・H21河道整正区間 KP14.2〜15.4）
■忠別川では、護岸設置等とあわせ河道整正を実施した。(H20・H21施工：KP13.4～15.6)

■現況低水路内の形状等を考慮し、概ね100～120mの低水路幅となるように拡幅を行った。
■低水護岸前面は覆土による緩傾斜化（1：5～1：8）を実施している。

H18空撮

H24空撮
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KP

H28出水前

H28出水後

H30出水後

：H18 ：H24 ：H28出
水前

≪H28出水以前の低水路内樹木面積比
率≫

≪各出水による樹木破壊状況≫

：倒伏 ：流出 ：非倒伏

：倒伏 ：流出 ：非倒伏

H20・21河道整正区間

H20・21河道整正区間

H20・21河道整正区間

樹木破壊が顕著
（主に流出）
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KP

H20・21河道整正区間 河道整正により
H18→H24にかけて
樹木減少または樹林化抑制

忠栄地区（H20・H21河道整正区間 KP14.2〜15.4）
■河道整正区間（H20・H21）では、皿型の浅い河
道であったこと、樹木繁茂直後で幼木であった
こと等もあり、樹木撹乱が多く発生した。

出水前（2016/06/15） 出水後（2016/09/08）

流出中州上に
ヤナギ稚樹生育

KP14.4付近（東神楽橋より上流）のH28出水前後の状況
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0

100
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400

8/17 8/18 8/19 8/20 8/21 8/22 8/23 8/24 8/25 8/26

H28

H30

315.8m3/s（8/23,11:00）

376.5m3/s（7/5,16:00）

図 H28・H30出水ハイドロ

：H18
：H24
：H28出水前
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樹木破壊が顕著
（倒伏・流出）



忠栄地区（H20・H21河道整正区間 KP14.2〜15.4）

H25低水路 低水護岸（健全） 低水護岸（不健全） 高水護岸 樹木範囲

洪水前低水路 洪水後低水路 樹木破壊種別 倒伏 流出 非倒伏

洪水前低水路 洪水後低水路 樹木破壊種別 倒伏 流出 非倒伏

出水前

H28出水後

H30出水後

H25低水路 低水護岸（健全） 低水護岸（不健全） 高水護岸 樹木範囲

洪水前低水路 洪水後低水路 樹木破壊種別 倒伏 流出 非倒伏

洪水前低水路 洪水後低水路 樹木破壊種別 倒伏 流出 非倒伏

出水前

H28出水後

H30出水後

≪H28・H30出水時の樹木破壊箇所≫ KP14.4～15.8 ≪H28・30出水時の樹木破壊箇所(別箇所)≫ KP18.6～19.4 
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初期河道（H18空撮） 初期河道（H18空撮）

初期低水路（H19） 初期低水路（H19）

東
神
楽
橋

東
神
橋

東
橋

H20・H21
河道整正区間

河道整正区間での樹木破壊が顕著
（倒伏・流出）

澪筋が固定化し、水衝部が形成

側方侵食により樹木が流出

側方侵食により樹木が流出
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H30(出水後)
H24
H19
H14
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東忠別地区（KP24.4〜25.3右岸）

★出水前後の空撮
・H28出水前
・H28出水後
・H30出水後 の3段写真
↓
・米田さん作成の3段平面を同図郭
でトリミング

◆川上整理ゾーン

■H28・H30出水による砂州侵食（KP25.0右岸周辺）および河岸侵食（KP25.3右岸周辺）が発生

■侵食部に該当する横断側線：KP25.0（砂州侵食） 現況横断：KP24.6～25.0→H25横断、KP25.2～25.4→H30横断

14

H14
H8
S62

KP25.4

KP25.4

忠別ダム完成前

忠別ダム完成後
※比較のためH14(ダム完成前)を追加

平成以降、洗堀が進行＆澪筋が右岸へ
H14には、防護ラインを割っている

河岸ライン
防護ライン

河岸ライン
防護ライン

ダム完成後も洗堀が進行＆澪筋が右岸へ

一部堆積＆砂州の発達が見られる



東忠別地区（KP24.4〜25.3右岸）
■斜め写真より、H20付近から当該箇所対岸側(KP25.3左岸)の砂州の樹林化が進行しており、澪筋が固定化されている。

■上記の砂州上樹木はH28出水時に若干流出したものの、澪筋固定化を解消するには至らず、H30出水時に河岸侵食発生。
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平成18年5月

平成20年10月

平成24年11月

平成28年5月

平成28年8月

平成30年7月(侵食発生直後)

河岸侵食箇所

志比内橋

急速に樹林化が進行

澪筋が殆ど固定化

出水後も
殆ど樹林化
したまま

KP25.4

KP25.4

KP25.4

KP25.4

KP25.4

KP25.4


